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逆転勝訴の名古屋高朝に入廷する堀さんと支援する会のみなさん 2010.5.21
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判で一
審判決を取消 し、逆転勝訴 しました。

支援する多 くの人の 「基金は上告するな」

の要請にもかかわ らず、上告期限の 6月 4

日(金)午後、不当にも上告 しま した。

5月 21日 (金)、名古屋高等裁判所 。高田

健一裁判長は、2002年(平成14)5月 27日豊

川市児童課長の堀照伸 さんが自死 した事件

について、公務外裁定の取消 しを求めた裁
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◆原告 口堀 しずゑさんのメッセージ

判決文を何度 も何度 も読み返 し、私たち

の探 した事実を名古屋高等裁判所高田裁判

長は、公正に判断 して下 さつたことに感謝

申し上げます。

これ も、私を支えて下 さつた支援者の方

たちの努力の賜だった と感謝 します。公務

員であった主人は、仕事のことは秘密厳守

のためか、滅多に日に出す ことはあ りませ

んで したが、児童課長に異動 してす ぐ怒 り

つぽくな り、辞めたいと洩 らしていま した。

通夜、葬儀の時弔間にこられた方々が、日

々に虐 められた と言 う。メモ書きの遺書に

書いてあったことから、虐められたと思い、

公務 災害認定の申請を要望 しま した。豊川

市役所は、「なにもない」の一言です。

虐 めは本人 しか判断 しにくく、これを豊

川市役所は逆手にとり、「虐 めはない。本

人が思いこんでいただけだ。」 と主張 して

いま した。主人が亡 くなった後、豊川市役

所内では特 口令が敷かれ、 「堀のことは何

も言 うな !Jと おふれが出されたことは事

実です。 これ らを聞き私は到底納得できま

せんで した。何故隠すので しょうか !真実

が矢回りたいと強く″思いました。

2010年6月 4日 、国側は不当にも上告 し

ま した。 「パ ワハ ラによ りうつ病 を発症 し

過労 自死」について、最高裁判所での判断

を仰 ぐことにな りま した。
一

審では、 「仕

事の大変 さ、家庭での不和などは無いが、

本人が うつ病にな りやすい性格だつた」 と

の判決で した。私は、「うつ病 になったの

は、仕事場でなったのだ !公務災害 !」 と

主張 しま した。 これは間違いで しょうか?!

籍 口令が敦かれた中、勇気を持って証言

してくれた阿部 さんのおかげで逆転勝利判

決が頂けたと思ってお ります。

これ以上主人のような事件が起きないよ

うにと願いつつ、最高裁に向けて新 しい署

名運動に取 り組んで行 く決意でです。 どう

ぞ今後 もご支援のほどよろしくお願い申し

上げます。

ン 畳圏ンンン

支援する会 ・原告 ・弁護団

裁判で原告勝訴の場合は、「国側が上告できないルール」の碓立を
堀 さんも、小池 さんも高裁で逆転勝利の

判決を得た。 し か し、二週間の上告期限で

上告 されて しまった。
一見す ると、厚労省

や公務災害基金本部にも上告の権利がある

ようにみえる。 しか し、それは本当の社会

的正義を反映 したものであろうか。

10年前の栄総行動の要求書を見ていたら、

そこに 「過労死事件の原告が勝利判決を得

た場合は上告することが出来ないようなル
ールをつ くれ」 とある。労災補償法第 1条

で、 「災害に対す る補償の迅速かつ公正な

実施を確保するため…・地方公務員及びその

遺族の生活の安定 と福祉の向上に寄与する

ことを 目的 とす る。」 と定め られている。

この視点か ら見ると、上告することはいた

ず らに補償の迅速な実施 を遅 らせ、遺族の

生活を不安定に落 とし込むことになる。高

裁判決に到達するまでに堀 さんで、 8年 、

小池 さんで 9年 がたっている。 こんなに長

期間かかることは遺族だけが、その犠牲に

なることで、許 されない。 国 の司法機関

が審査 して下 した結論であるか ら、これを

安易に上告す ることは、行政が してはなら

ないことと考える。 フランスの労働裁半J所

では、殆 どの判決が半年以内に出され、救

済措置が とられ ると聞いた。 労 災の認定

基準の公正 さを守るために、最高裁判決ま

で待つ とい うのは遺族の人権を軽視 してい

る現れではないだろうか。

(文責 :宮崎 脩 一)
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声 明 (勝訴判決を高 く評価する)

2010年 5月 21日

豊川市堀 さん公務災害認定裁判原告

豊川市堀 さん公務災害認定裁判弁護団

堀 さんの公務災害認定裁判を支援する会

本 日、名古屋高等裁判所民事第 3部 (高田健一裁判長)は 、平成 14年 5月 27日

に自殺 した堀照伸 さんについて、公務災害の認定を求めた裁判について、不当な 1審

判決を取消 し、公務災害 と認める判決をした

照伸 さんの配偶者で、原告の堀 しずゑさんは、公務災害の申請を してか ら、上司の

部長のパ ワーハラスメン トのある職場状況、児童課に異動 してか らの本人の様子など

を主張 し、照伸 さんが自殺 したのは公務によって うつ病が発症 し、 自殺 した と主張 し

てきた。高裁判決はこの主張に応 えたもので、高 く評価できるものである。

判決は、公務災害の判断基準について、平均的職員 を基準 とするのが相 当であると

考えられ るが、平均的職員は、経歴、職歴、職場における立場、性格等において多様

であ り、心理的負荷 とな り得る出来事等の受け止め方には幅があるところであるか ら、

通常想定 され る多様な職員の範囲内において、その性格傾向に脆弱性が見 られた とし

ても、通常その公務を遂行できる者は、平均的職員の範囲に含まれるとした。

その上で、照伸 さんが、それまで福祉部門の仕事に就いたことがなかったこと、児

童課が仕事の種類が多 く、難易度の高い仕事が多いこと、特に平成 14年 4月には、重

大な問題 とな りかねない事案があ り、公務の内容 自体か らくる心理的負荷の過重性が

あつたと認めた。

また、照伸 さんの上司であつた部長の部下に対す る指導がパ ワハラに当たることは

明 らか とし、その部長の下での公務の遂行は、平均的職員にとつても、かな りの心理

的負荷になると認めた。

そ して、照伸 さんは、児童課へ配転 してか らの公務 と、パ ワハラの心理的負荷によ

りうつ病を発症 し、自殺するに至ったと認めた。

この判決は、労働者の立場にたつた公平な基準を打ち出 し、職場の労働 による心理

的負荷に配慮す る必要があることを示 し、さらにパ ワハラとされ る上司の指導が、指

導 された当人を含 めた職場全体の心理的負荷になることを指摘 した上で、パ ワハラ被

害の深刻 さを示 したものといえ、高 く評価できる。

私たちは、この判決を地方公務員災害補償基金が真摯に受け止め、上告を しないよ

うに求める。また、私たちは、地方公務員災害補償基金が、過労死、過労 自殺の認定

基準を改め、働 く公務員の立場に立った公務災害認定行政を行 うように求める。
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支援する会事務局長 長 谷川 佳 久
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入廷する原告と支援者のみなさん

■ _ F■ 音 F唇 邑 フ句 斉蒸 炉諏 7テ ス

藤原健二 さんは、1958年から41年間、

中電の火力発電所で働き1999年7月定年退

職 しま した。

この間、火力発電所や新設の火力発電

、所を建設す る職場で、発電や試運転業務

を担当しま した。

定年後、何 ら異常もなく5年7ヶ月が経

過 した2005年2月、身体の異常を感 じ受診

した結果、4月に胸膜悪性中皮腫 と診断さ

れました。

その後、左肺摘出等の治療を受け、 ど

うしても生きたい と懸命に闘病 されま し

たが、2006年 3月頃中皮腫力、再発 し、同

年9月9日亡くなりま した。

闘病中、自ら労災申請 し、2005年12月

労災が認定されました。

中電に対 しては、会社に責任があると

謝罪 を求めま したが、認めようとせず、

彼の死後lヶ月が経って、「安全配慮義務

中 部 電 力

ア ス ベ ス ト

藤 原 裁 判

べ 1-卜 裁 半 Jと rま

違反はない」な どとす る短い手紙が返送

されてきま した。

彼は亡くなる2週間前に、妻の重子 さん

に、「私は国の石綿施策、中電の労働者に

対する疾病予防不備の犠牲者であ り、被

害は自分一人に留ま らない と思 う、中電

は謝罪 し、損害賠償すべきである」「提訴

等 も考えてほ しい」 と、 自らの思いを家

族に託 しました。

彼の思いを託 された重子 さん と2人 の

娘 さんが、2008年 3月 名古屋地裁に提訴

しま した③健二 さんの元同僚19名の陳述

書の提出と5名 の証人が当時の職場環境
の実態を証言 し、2009年 7月 7日 安全配

慮義務違反を認める勝利判決を得ま した。

中電は判決の翌 日に控訴 し、高裁での

争いが続いてきま したが、今回の和解に

て勝利的に決着 しました。

2_ 禾 回角卒 OD牛 寺裕数

(1)寿 口角率内 容 の 勝 利 白勺 アぽ コイ ン ト

ア.本 件裁判は東海地区で 自らの企業

を相手に したアスベス ト裁判です。

地裁判決が藤原 さんの41年間の勤務期

間中で、暴露の可能性 を33ケ月の建設

試運転期間に限定 し、それに限つて安

全配慮義務違反を認定 しました。

和解では、その不合理な枠を取 り外
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させ、今後の闘いの支障をなくさせま

した③また、解決金は、遺失利益等が

存在 しない純粋な慰謝料 としては、名

古屋地裁判決上回る、社会的水準を超

えた金額 (3,500万 円)を 確保で

きたこと。

(2)】 卜f■l禾 回角率 マ曇 概う く奪 金々 燕垂記邑 6つ 宇寺禅装

高裁で証拠調べを始める前の和解

交渉であつた。 1回 目の交渉結果で、

裁判所の事実認識があま りにも低 く、

このままでは一
審判決 と会社言い分

の折哀 となる可能性が濃厚 となった

ため、本人 と代理人に加 え、支援す

る会 (中電 OB)5名 の同席 を要求

し、同意 させ ま した。 これ には会社

3_屯 争 修 室(の 調 整賃理

中電は、安全配慮義務違反 を認めてい

ますが、心底 自らの責任を認めて救済 し

よ`うという立場に立ち切れていません。

引き続き、あらたに創設される救済制度

の内容と実施状況を確認、監視すると共

イ。今回の和解では、従業員や定年退職

者に対す るさらなる健康被害を生 じ

させないための措置や、定年退職者

に対する弔慰金制度の創設を約束 さ

せま した。 これ らは、訴状で請求 さ

れていません。

は 「それ では法廷 と同 じだ」 と大い

に反対 しま した。

そ の後 の交渉 で、支援す る会員 は

職場 の実情 について発言 し、時には

裁半J所 は 「で は和角年の話 はな しに」

とい う緊張場面 も見 られ ま したが、

結果 的 には裁判所 の事実認識 を変 え

る大きな要素にな りま した⑤

に、現役、退職 した人々の相談窓 日にな

らなければと思っています。

これまでのご支援に感謝するとともに、

今後 とも変わ らぬご指導、ご支援をお願

い します。

遺族と弁護団 ↑

故藤原健三さんの遺影を持つ妻 ・重子さん
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刈 谷 市 職 員

倉 田 過 労 死

公務災害認定裁

2010年 6月 19日、刈谷市の美術館職員倉

田さんの公務災害認定を求める会の総会が

開かれま した。 4月 21日、名古屋地裁判決

は、公務災害認定を求める原告 。倉 田利奈

さんや、災害補償基金支部がおこなった労

働時間や労働の実態を覆 した り、無視 した

りして、個人的な健康問題にすべて起因す

るとい う予想だにされなかった不当な判決

を下 しま した。求める会は、声明を出 して

判決を批判。新たな運動を展開 しようと開
かれた総会で した。

◆まった く 「むちゃくちゃな」不当な判決

福井弁護士は、労働時間をむちゃくちゃ
とい うほどに少なく認定 した点について、
事実誤認 もはなはだ しい と批判 しま した。
残 された公式文書以外の労働時間を認めず、

災害補償基金支部が認定 した 80時 間超の

労働時間を大幅に切 り捨てま した。また、

遅 く帰宅 し、深夜までワープロに向かって
いたとい う妻の証言を、時間の経過があり、
信用できない との判断も恣意的 と批判 しま
した。 これでは事実認定を正確に行 う第

一

審裁判所の任務を全 く果た していない、 と

高裁でまきかえす決意を述べま した。

水野弁護士は、被災者遺族の生活保障を

趣 旨とする労災補償制度の 目白0を考慮 しな
い とんでもない判決 と批判 しま した。本人
を基準 とする判断基準が全 く無視 されてい

ること、高裁で問題 を指摘 し誤った判断を

◆涙をこらえて、倉田利奈さんが決意の挨拶

「思いもよらぬ敗訴にくじけそうになりまし

たが、支援のみなさんの励まし、暖かい配慮が

あつて、これで終わることはできない、と決意
しました。夫の死は過労死、と亡くなったとき
から確信 していました。子育てに没頭する時期
をすぎ、やっとこの問題に取り組みました。思
い出すのもつらい夫の仕事のことをまとめて裁

判で陳述したのですが、全部否定する判決で、

高就でけれとしても避斬むせよう!
倉田さんの公務奨書認定を求める会 第 7回 総会

事務局 今 枝 正 昭

劇鶴髄騒農癒轟歳んが W
遇欝鼈頴麓機裁鶴鶴畿|||

糾 したい、 と力強 く報告 しま した。倉 田さ

んの健康に関 して、通常の業務では全 く間

題がない本態性高血圧の危険因子について、

医師の意見書が判決に反映 していないこと

も大問題 と指摘 しま した。客観的な証拠を

集めなければ採用 しない とい うのは民事の

裁判にな じまない と、裁判所の訴訟指揮 も

問題 と述べま した。

高裁で勝利 しなが ら、上告 されて最高裁
で労災認定を聞 うマツヤデンキの小池 さん、

豊川市職員の堀 さんも発言。励ま し合って

ともに勝利 しま しょうと呼びかけま した。

会場いっぱい集まった70余名の支援する人
たちは、行政の反動を許 さないように署名
や要請行動など運動を強めようと、決意 も

新たに した総会 とな りま した。

ほんとうに悔 しいです。このままでは、『俺の

人権はどうなるのだ。』という夫の叫びに応え

られません。生まれたばかりの娘は6年生、兄
は中学 2年 生になりました。『まだ終わったわ

けではないよな』とわたしを励まします。亡く

なった父親の仕事が正しく認められるまで頑張
りたい。」と決意を述べ、暖かい拍手につつま

れました。

報告する水野弁護士
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マ ツ ヤ デ ン キ

障がい者過労死

労 災 認 定 裁 判

6月 26日、豊橋市あい トピアにおいて、
マツヤデンキ障がい者過労死裁判 「判決」

学習会が開かれ、35名が参加 しました。
2000年12月24日、心臓機能障がい 3級 の

小池勝則 さん (37歳)が、自宅で急死 しま し

た。家電量販店のマツヤデンキ豊川店に勤

務 して一ヶ月半のことでした。

勝則 さんの妻 ・小池友子 さんは、 「過労

死ではないか」 と、豊橋労働基準監督署に

労災を申請 しま したが、2002年 9月 13日に

不認定。名古屋地裁への提訴 も認められま

せんで した。 (2008年3月 26日)

2010年 4月 16日、名古屋高裁は、「小池

勝則 さんの死亡は、障がい者にとって過酷

な労働 が原因であ り、労災である。」 と逆

転勝訴の判決を言い渡 しました。

学習会は、講師の森弘典主任弁護士が次
のように話 しました。
「判決は当然の内容だが、現実の社会では

それが認 められてぃない③過労死弁護団、

家族の会、支援する会、障がい者団体など
の支援があってこその勝利判決である。勝

則 さんにとって職場環境は厳 しかつた。家

電販売 とい う立ち仕事、33時間もの時間外

画鮒的な名古屋高載辛J撫お1ら学ぼ

労災認定判決学習集会を開催

労働、販売ノルマ、職場の無理解など本当

に苦 しかったと思 う。」

原告 。小池友子 さんは、 「高裁判決 を喜

びすぎたかもしれない。 これか ら障がい者

雇用の門戸は拡がつて行 くが、命の補償が

ない状態で雇用拡大だけが進められている。

障がい者が安心 して働 ける条件づ くりも同

時進行 させてもらいたい。」

学習会司会者は、白井良一 さん。友子 さ

ん と同 じく最高裁での問い となった、豊川

市職員パ ワハラ自死裁判原告 ・堀 しずゑ さ

んからなど他の訴えがあ りました。

国民救援会 ・竹崎事務局長は、 「これま

でより踏み込んだ高裁の小池判決は評価す

るが、逆流 も警戒 しなければな らない。」

と強調 しました。

支援す る会 。鈴木明男事務局長は、 「7

月17日に開催予定の臨時総会で、十万署名

などの行動を提起。最高裁で勝利 を確定を

して、労災認定基準の改正に結びつけよう。」

と訴えま した。また、中鳥事務局次長は、

当面の行動提起 と一
層の支援を訴えました。

(文責 i大家 信 義)

学習会を伝えるマスコミ記事 ↓

障害者の雇用考えよう鏑、兼親響襲会

障害者が安心して働ける社会のあ
り方を考える学習集会が26日、豊橋
市の市総合福祉センターで開かれ
た。障害者の過労死訴訟を支援する
団体の主催。雇用の間日が広がって
も障害者に配慮が行き届きにくい現
状や、労災が認められにくい制度の
壁などについて市民約30人が学ん
デご。

心臓に障害を抱えながら家電量販
店で立ち仕事に就き、1カ月半後に
急死した同市の男性 (当時37)の労
災認定を求める裁判を担当している
森弘典弁護士が講演した。

4月の名古屋高裁判決は、残業時
間が国の認定基準に満たないとして

訴えを退けた一審判決を取り消し、
男性本人を基準に検討を加えた結
果、残業自体が過重だったと認めて
原告の逆転勝訴としたが、被告の国
が上告した。

森弁護士は 「言ってみれば当たり
前の判決だが、それが認められない
社会になっているJと 振り返り、労
災認定の基準が平均的な労働者に置
かれ、lll人差が軽視される傾向に疑
間を投げかけた。

男性の妻、小池友子さんも 「(障
害者は)命 の保障がない状況で雇用
拡大だけが進められている。同じよ
うな被災者が出るのではと危機感を
抱いている」と語った。

2010年 6月 27日付け 朝 日新聞記事

豊橋市総含福祉センターでの半」決学習会 ↑
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ア ス ベ ス ト対

愛 知 連 絡 会

シンホ
°
シ
｀
ウムと総会

6月 12日 、 ア スベ

ス ト被 災者 の掘 り起 こ しと救済 をテーマ

に、労働会館 2階 会議室にてシンポジウ
ムと総会が開かれま した。

シンポジウムでは、コーデ ィネーター

を伊藤耕二氏 (国労名古屋地本書記長)
が勤め、鉄道現場の実態 と国労のアスベ

ス ト対策についてその経験 を報告 した上

で、司会進行を担当しま した。
シンポでは、 4名 のパネ ラーのが報告

されま した。

引き続 き、総会が開かれま した。会の代

表である渥美玲子弁護 士か ら中電裁判で一

審判決 を上回 る和解 内容が成立す る見通 し

と 6月 5日 の110番で 19件 もの電話相 談が

あつた ことな どの報告がな され ま した。

総会 は情勢 ・活動報告 。運動方針 ・会計

報告 。役員 の提案 を満場
一

致で承認 され ま

した。参力日者 は25名で した。

(文責 !鈴木 明 男)

―

・

宮

Ｆ

ｇ

ｅ

え
‘

渋
旧

船
恥

沖
し

し■
し

他
■

口

口

日

■

ロ

ロ
Ｌ

ワ

婦
冊

の出
ロ

無
腐

独
隅

ツtw■ド

||ンンン韻熙ン轟畿嫁

■高木弘己氏 (呼吸器科医師 コ愛知健康センター理事長)

全国の民医連の呼吸器科医師団が行つた  の ではないか とい う内容です。
肺ガンで亡 くなった885名のX― Pや CT  特 に愛知県内の報告を地域の特性や男女
の再読影 を行 いま した。 差な どをパ ワーポイ ン トで示 しなが ら、詳

その中か らアスベス ト曝露の事例がある  し く報告をされま した。

■西野賑郎氏 (元中部電力労働者 ・愛知労働問題研究所事務局長)
大量のアスベス ト使用職場、火力発電所  抗 したため同僚の証明で取得 しま した。受

で定年 まで働 きま した。 診の結果胸膜肥厚 と診断、 自党症状は深夜｀
発電所内はアスバス トの粉 じんが舞 う中  の 咳、朝の疾。登坂歩行時の心肺負担が報

で就労。 「石綿健康管理手帳Jは 会社が抵  告 されま した。

■西本哲也氏 (弁護士 コアスベス ト被害東海弁護団)
2007年9月 か ら弁護士 としてニチアス羽  せ 、名高裁で地裁判決を上回る内容の和解

島や中電アスベス ト裁判を取組みま した。  が 確定 しま した。
2009年2月 には羽島市内アスベス ト被害   6月 5日 の110番は19件の相談があ りま

住民の会 とともに自治体要請。また中電裁  し た。電話相談だけで終わることなく面談
判 では一

審で安全配慮義務連反 を認 め さ  し 、医師の協力を受けます。

■石村ひろ江氏 (建交労愛知県本部富1執行委員長)
じん肺 ・アスベス トの被災者を掘 り起こ  瀬 戸などで実施 しま した。

す運動 と被災者を救済支援する運動につい   ま た、
一人親方の被災者の労働者性 を認

て報告 され ま した。 めさせ ること。受診者には同行 して医師 と
被災者の掘 り起 こしは患者 さんの多い地  の 面談などしています。肺機能低下だけで

域でチラシを配布。南 ・港 ・岡崎 。常滑 ・ な く難聴などの相談 もあ ります。

7ス バスト対策理細連絡会 第 3回 籍会
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5月 29日～30日、京都市内に於いて第 6回

労働安全衛生中央学校が働 くく)ののいのち と

健康 を守 る全国セ ンターの主催で開催 され、

私は、愛知健康セ ンターか らの派遣 として受

講す る機会 を得、参加 しま した。 中央学校 は

毎年 1回 開かれ、 5回 目までは東京で開催 さ

れていま した。今回初めて京都 で名古屋か ら

も近 く便利で した。参加者は、200人余、北海

道か ら沖縄 まで全国か ら集 ま り、組合 として

は、医労連、全教、 自治労連、化学一般 な ど

の参加で した。

多くのことを学んだ 「労安中央学校J
名古屋市教職員労働組合役員 荒 木 照 世

◆要因を把握し分析し、発病前に予防する
、選択制講義では、「職場におけるリスクアセ

スメシ ト入門―慢性疲労を リスクとした健康

調査論―」天理大学教授近藤雄二氏の講義 を

聞きました。 「労働者は自分たちの健康は闘 う

ことな くして守れ ない。その問いは、労働安

全衛生活動に 「参加 して」、健康を守る労働条

件 をつ くること」 と強調 されま した。健康に

許容できない影響 ・事項 (リスク)を もた ら

す要因を把握 、デー タの分析、評価 (リスク

アセスメン ト)す る。 リスクの軽減のために

リスク要因を取 り除き、緩和す る。 この活動

を定着 させ ることが大事」 とい うことです。

労働者の慢性疲労、メンタル不全や過労死,

薪 6回 労働安全衛生中央学校の報告 吉川正春(事務局)

・5月 29日 午前 11時～30日 午前 12時   ラ ポール京都ホール

・愛知からの参加者

全教愛知 力日藤、通信産業労組 大村、自治労連 望月、健康センター 荒木・吉川

・印象に残った報告 京 都府立高校

ノー残業デーの取 り組み 第 1水 曜 日をノー残業デーとして朝職員会議で校長から周知

する。午後 5時 に組合役員がおそるおそる放送で訴え。

最初はシラーとした雰囲気。二年を経過 し、三年 目は 「天使のささやき」と評されるよう

になつた。

◆デイーセンとワータなど豊富なカリキュラム
カ リキュラムは働 くものや組合運動 に とっ

て必要な大事 な内容ばか りで した。 開校講義
「働 くものの現状 といのち、健康 を守 るたた

かい」では、急増す る精神障害 ・過労 自殺の

推移等大変な実態が話 され ま した。第 1講 義

は 「労働安全衛生法規 と健康で安全 な職場作

り」。選択 2の 講義は 「頚肩腕 ・腰痛な ど筋骨

格系の予防」。選択 3で は最近 よくいわれ るよ

うになった 「デ ィーセ ン トワー クとは―国際

労働基準 との関連で」 を受講 しま した。講師

は、弁護士の牛久保秀樹氏。 これ を 日本語で

短 く言 うと 「安′いして働 くことができる仕事」

で現在の ILOの 目標 になっています。非正

規雇用 ・長時間労働 ・ワーキングプアー ・過

労 自殺 ・パ ワハ ラ等々これ らは 「デ ィーセ ン

トワー ク」 と対極 の状況であることは言 うま

でもあ りません。

うつ病 な どが多 くの職場で年齢層 を問わず、

発生 しています。職場毎に違 う多面的な要因

を把握 し ・分析 し、疾病 にいたる前に 「予防

す る」 ことが労働組合の闘い として今 、最重

要課題になっています。

最後に、 ミニシンポ 「労働安全衛生活動の

実際」 を医療現場、 自治体職場、学校職場か

らの報告 をもとに学習 ・討論 しま した。私 も

職場 にできた労働安全衛生委員会 に組合代表

として長い こと参加 してきま した。 2日 間を

通 して大変多 くの ことを学んだ 「労働安全衛

生中央学校」で した。

- 9 -



お働会館にAEDを 配備

取扱い講習会を開催
6月 3日 、労働会館の

本館 と東館 に、突然の心

停止の救命処置装置 AE

D(自 動体外式除細動器)

が配備 され、その取扱い

講習会が全入居者 を対象

に行われました。

心臓突然死の主な原因

は心室細動 とい う不整脈
です。心臓突然死のおよ

そ 8害Jが非常に危険な致死性不整脈 といわ

れ、いつ、 どこで、誰に起 こるか判 りませ

ん。 もしも、身近で不整脈で倒れた人に道

遇 した場合、AEDを 使用すれば命 を救 う
ことができるかもしれません。

統計によれば、心停止から119番通報 し救
急車が到着まで12～13分かか ります。 5分

以内に、AEDを 使用 して除細動 (電気シ
ヨック)す れば、50%が 突然死か ら救 うこ

とができるといわれます。 「一刻 も早い処

置」が求められます。処置が 1分 早ければ

生存率が10%上 がるといわれています。
万一

、心室細動の被災者に道遇 した ら、
近 くにいる (医療関係者又はAEDの 講習
を受けた)人 が率先垂範 し、

①人工呼吸を繰 り返す。

想 定 して家庭 で も購 入

す るの もいいか と思 い

ま した。 30万 円程度 で

購入できます。

(文責 :鈴木 明 男)

本館 打階 に設置 され た AE D

「反貧困でつながろう
改正入管法対応 外 国人実習生支援ガイ ド
国境を越えた仲間たち」
樽松 佐一 著 か もがわ出版 頒 価¥900

「世界に冠たる自動車メーカー と、国連に 「奴隷労働 にな り
かねない」 と指摘 される外国人研修 ・技能実習制度が並存
する愛知県一それは、グローバル化 した 日本の縮図、ひい

ては世界のグローバ リゼーシ ョンの縮図だろ う③その地で

誕生する 「反貧困ネ ッ トワークあいち」の船出を飾る一冊。」
と湯浅誠氏 (反貧困ネ ッ トワーク事務局長)よ り推薦 され
ています。

②AEDを 運ぶ人を指名する。

③救急車を呼ぶ人を指名する。
とい う手順で落ち着いて対応することです。

AED装 置は、蓋を開けば自動的にスイ

ッチが入 り音声が流れます。音声指示に従
つて、

①成人用か小児用モー ドかに切 り替える。

②電極パ ッ ドを右胸 と左脇腹に貼 り付ける

と心電図の解析が始ま り除細動が必要な場

合は充電が始ま ります。

③放電ボタンを押す。

とい う手順で操作すれば、人命を救 うこと

も可能です。

最近では駅や学校な ど公共施設や来店者
の多い大型店舗などに配備 され るようにな

りま した。 日常的にAEDの ある場所を覚
えてお くといい と思います。また、万一を

講習会の様子
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父の日 過労死電話相談 「110番」
6月 19日(土)10時～15時まで、南部法律

事務所で、過労死弁護団 と愛知健康センタ
ーの共同で、過労死電話相談110番が行わ

れま した。全国では30都道府県で取 り組ま

過労死 ・過労自殺 ・過労疾患110番

全国一斉電話相談状況

れま した。結果は表の とお りです。愛知で

は 9件 の相談があ り、その うち 7件 が うつ

病などの精神疾患に関す る相談で した。

心の病 234人悌災認定
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職 場 の

安 全衛 生

名水労では先達から受け継いだ 「働 く者の

いのちを守る」精神を大切にし、「松川労災認

定訴訟」や 「公務上の酸欠死亡事故」など貴

重な教副||を踏まえ、労働組合 として安全衛生

活動の強化を上下水道局に働 きかけ、全国的

にも評価 される重層的な安全衛生委員会体制

を構築 してきました。

147人の労使が参加 した安全衛生学習会

年に一
度労使での共催 とい う形で 「労働安

全衛生学習会Jを 6月 に開催 しています。こ

の学習会には職場の安全衛生委員のみならず、

新たに安全衛生管理者 となった新任の管理職

も参加 し、その時々の特徴的な課題について

ディスカッションをとお して、職場を基礎 と

した安全衛生活動について認識を深める場 と

してきました。

今年も6月 3日 に名古屋市公会堂において、

労使合わせて 147名 が参加 し、名水労第 39回

労働衛生学習会を開催 しました。今年度の特

徴は30年 間維持 してきた浄水場や水処理事務

所における夜勤体制の見直 しと そ009年 度の

現職死亡ゼロの達成 とい う、二つの課題に議

論が集中しました。

労働条件もいのちと健康を守る立場で

前段の夜勤体制の見直 しでは、30年 前の松

川労災認定訴訟の中で 「畳の上で死んでも労

災は労災」を訴え、当時の過酷な長時間拘束

労働の実態を是正 させ、激 しい労使協議の中

から構築 した 16時 間勤務の勤務体制について、

2010年 4月 から 24時 間拘束勤務へ労働条件

を後退 させる形で変更を強いられる結果 とな

つて しまいました。労使の確認では、この一

念願の
比
現職死亡ゼロ

明
達成

名古屋水道労働組合労安活動

名水労書記長 佐 賀 達 也

年間を試行期間とすることとしま したが、技

術革新による業務内容の変化を含めても長時

間拘束勤務による心身両面の健康への影響が

懸念 されます。名水労では早速夜勤従事者に

対するアンケー トを実施するなど、安心 して

永 く働 き続けられる制度への労働条件の回復

をめざした取 り組みを安全衛生活動の中か ら、

粘 り強く続けることとしています。

40年 間追及 した現職死亡ゼロ

もうひ とつは、労働組合 として最 もうれ し

い出来事についてです。 ここ数年、厳 しい定

員管理による業務量の増加などか らくるメン

タル疾患の急増、それに伴い自ら命を絶って

しま う悲 しい出来事や悪性腫瘍等の発症によ

り退職を目前に控え現職死亡 して しま う、労

働組合 としてはや り切れないケースが後を絶

ちませんで した。名水労では 「退職時に健康

な体で家庭に返す」をモ ッ トー としてきま し

たので、非常に辛い思いでこの事態の打開ヘ

の活路を探ってきま した。そこで、やは り原

点に立ち返 り労使による健康管理やメンタル

ヘルス対策を強化 し、職場か らの安全衛生活

動を重視することとし、その結果、2009年 度

は
“
現職死亡ゼロ

"を
達成することができま

した。安全衛生活動は一旦手綱を緩めれば一

気に急降下 して しま うものだと考えます。 し

たがつて、これにおごることなく名水労は先

達たちの貴重な取 り組みを活か し、職場から

の草の根の安全衛生活動を大切にする運動を

続けていきます。
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健康で働き続ける社会のために いのちの尊厳を守る裁判の支援をお願いします。

裁判の進行状況 と、支援する会の運動の動きをお知 らせ します。 (順不同)

公正で道理ある判決を求め、多くの市民が注 目していることが伝わるように、あなたも傍聴に

参加 してください。署名にご協力ください。

倉田裁判一高裁

(刈谷市職員過労死の公災認定を求める訴訟)

6月 26日 豊橋市 「あい トピア」で障がしヽ者の労災認

定裁半」「半」決」学習集会を行しヽました。7月 17日 午

後2時 から 「ウインクあいち」で支援する会の臨時総

会を開きます。最高誠宛要請署名を始めています。

川市職員過労自死の公務災害認定を求める) i

5月 19日 (水)、名古屋高等裁判所は地力公務員災書補

償基金愛矢B県支きBが行つた公務外朝決を認めた地裁判

決を取り消す(原告勝訴)半」決を言い渡しました。堀さん

は児童課へ配転してからの公務と、パワハラの心理的

負荷によりうつ病を発症 し、自殺するに至つたと認め

ました。県庁前で勝訴報告を宣伝カーで行い、基金支

部や本部に「上告するな」の申し入れを行いましたが、

6月 4日 「上告する」との不当な通矢□がありました。

藤原裁判一高裁による和解成立

6月 21日 (月)示B解法廷が行われ愛矢□健康センター

からも 10人 の代表団の一人として参加 しました。中

電は地裁判決を上回る解決金にカロえ、安全配慮義務違

反を認め、遺族への謝罪、退職者の健康被書舌への弔

慰金制度の倉」設など原告の主張をほぼ全面的に認め

た内容です。

!      鳥 居裁判一地裁

:(先 生が倒れ障害者に、公務災害認定を求める)

次回弁諭準備は7月 7日 (水)午後4Bき 30の です。陸

上部顧間の先生が 3回 目の陳述書を提出 します。あわ

せて同先生の証人採用を求めます。

4月 21日 、請求を棄却する不当半」決にたしヽし、原告

示」奈さんと弁護団は即亥」、提訴しました。6月 19日

第7回 の「公務災書認定を求める会」の総会が開かれ(詳

孫日は本文参照)、高等裁判所の審理に向けて取り組むこ

とを確認しました。高等裁判所の□頭弁論が 9月 6日

に予定されてしヽます。

:      小 出裁判一地裁

:  (ソ フ トバンク過労自死労災認定訴訟)

4月 26日 第 5回 の 「支援する会」の総会が開かれ、

高等裁半」所の審理に向けて 2万 人以上の署名や法廷

内外の闘しヽを結合 して取り組むことを確認 しま した。

7月 21日 (水)午前 1lBきから進行協議が行われます。

i      田 中裁判―地裁

,(ジ ェイテク ト労働者 うつ病解雇撤回訴訟)

5月 27日 弁論準備では、「復職可能であった」との原

告の主張に対し、被告から 「『菓を服用していた』から

回復していなかつた」とお粗末な反論がありました。

今後長時間 ・過密労働の実態を明らかにしてい<と 共

に、復職手続きの不手際を追及 してしヽきます。次回は

7月 6日 午後 4時 から弁論準備です。

1  市 バ ス運 転 士 山 田事 件
一基 金 支 部

|(パ ワハ ラで 自死、基金に公務 災害 申請 中)

4月 5日 名水労、6月 18日 名古屋市職労、6月 24

国市職環境局支部の中央委員会で支援を訴えました。

地力公務災富補償基金名古屋市支部への申し入れでは

基金本吉Bへの合議事項とされて 1年 余を経過してしヽま

すが、まだ決定が出ていません。7月 12日 、基金本

部に直接面会 ・申し入れを行います。
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エッセイ 私の生きれた旅郷勝,いき
相生山緑地を分断する道路工事は即時中止を 1

鈴木 利 往 (愛知健康センター事務局員)

6月 初め、先輩に誘われ名古屋市内の相生山緑地に陸生天然 ヒメボタルを見に行

きま した。短い時間の周期で点滅するヒメボタルの淡い光に心落ち着 く感 じを覚え、

このような蛍の初賞は、何十年ぶ りのことで した③

蛍は、自然の度合いを見きわめるバ ロメーター ともいわれてお り、名古屋市内で

これだけの数のヒメボタルを支えるには、落葉樹林の腐葉土を住処 とする、陸生の

カタツム リが少なくとも何十万頭、いや何百万頭 と生檀、する環境があるとい うこと

です。そんなすばらしい 自然環境が名古屋市内にも残っていま した③

蛍…・。私の生まれ故郷は、紅葉で有名な香嵐渓を経由し、国道153号線を途中で

岐阜方面へ、足助か ら約10k m程 いった榊野 とい う十軒ほどの家屋か らなる田舎で

す。 ここで生まれ、小学校へ上がる前に名古屋へ出てきました。

夏の夜は、蚊帳の内の寝床に入ると、蛍が部屋の中まで入つてきたことや、朝起

きてみると、道路を横切ろ うとして車に潰 された沢ガニがたくさんいたもので した。
また、小川にタモを入れ、足でガサガサ とやると小魚や ドジョウも捕れま した。我

が家ではヤギを飼ってお り、祖母がヤギか ら搾ったヤギ乳をおやつに飲んだこと、

秋になるとキノコや 自然薯を食べたことを覚えています。

このような自然豊かな生まれ故郷 も、公共事業の名の下に自然破壊が進みま した。

耕地整理では田の畦道が拡張 されて農耕用の舗装道路が整備 されま した。小魚や ド
ジ ョウを捕って遊んだ小川は、コンクリー トのU字 満が敷き詰められた流れに変わ

りま した。小 さな獣が落ちたら這い上がることは勿論できません。

極めつけは、数年前に発表 された、それほど交通量が多 くない道路の整備計画で

す。その内容は、川を挟んで橋脚を立て橋を架けるとい うもので した。橋の両側は

山が迫っています。そのため当然山を肖Jる必要があ りま した。結局、計画通 りに工

事は行われ、山は見るも無惨に形を変えて しまいま した。
50年前の小学校の頃には、夏休みに両親に連れ られて毎年のように行った生まれ

故郷。その故郷 を訪れるたびに、自然が少 しずつ失われてゆく様子を垣間見てきま

した。その結果、飛び交つていた蛍はいつの間にか姿を消 し、日んぼか らはタニシ

がいなくな り、小川か らは ドジョウがいなくな りま した。最近ではほとん ど蛍は見
かけなくな りま した。一度破壊 されて しまった自然は、決 して元には戻 らないので

す。

陸生天然 ヒメボタルの生息地 ・相生山緑地を東西に向けて 900mの 道路を造る
工事が行われ ようとしています。 ヒメボタル観賞の時、まず 目に飛び込んできたの

は無粋な道路工事中の看板 !相生山緑地出入 り口には、ボランテ ィアの方が案内に

当たっていま したが、この道路計画は50年前に計画 されていたと話 されま した。相
生山緑地は、名古屋市内に存在する、貴重な、貴重な天然 ヒメボタルの生息地です。
このまま道路工事が行われた ら、故郷の出が削 られたように、 自然環境破壊は必ず

起こり、天然 ヒメボタルの生フ自、地は消滅するで しょう。相生山緑地を分断す る道路
工事は即時中止 して欲 しい。緑の地球は緑のまま子 どもたちに残 してあげたい。



誌務事

5月1日 土

5りJ 6日 木

5月7日 金

5月9日 口

5月1 0日 月

5月1 2日 水

5, 1 1 3日木

5月1 4日 金

5月1 7日 月

5月1 8日 火

5)」1 9日 水

5月2 0 H木

5月2 1日 金

5月2 4日 月

5月2 6日 水

5月2 7日 木

5月2 8日 金

5月2 9日 土

5月3 0日 口

5月3 1月 月

メーデー 小 出・田中・山田署名の訴え

市バス||1田署名未金支部提出8人参加

(宮崎 ・吉川)

岐阜Mさ ん電話相談 (障害等級)

三菱派遣切 り裁判 (宮崎 ・大家)

名高教来所 教 育 予算増額署名の依頼

鳥居裁判 (鈴木 ,大 家)

西三!irネットワーク結成総会 (近森・鈴木・古川)

美濃浦 さん労災認定お礼に寄付

Kさ ん電話相談 (安全配慮)

ホームページ更新 (木村)

臨時理事会17人参加 (竹t々木参加)

第3分科会 (労働災害)6人 (近森 ・鈴木)

静岡Mさ ん電話相談

鈴木 (利)さ ん事務局歓迎会

20周年座談会打合せ (鈴木・近森・吉川)

Hさ ん来所相談 (医療過誤)

堀弁護同会議 (宮崎 ・吉川)

1さ ん電話相談 (復職手続 き)

堀判決逆転勝訴 報 告集会・激励会

第4分科会 (教育)10人 (今枝)

泰中激励会 (宮崎 。大家)

堀 「上告するな」基金支部に申し入れ10人(占川)

県庁前i伝 カーで判決報告

小出裁判 (鈴木 。大家)

堀判決串川市役所申し入れ6人 (宮崎 ・古川)

保険医協会訪間 「加入」訴え (鈴木・吉川)

田中裁判 (近森)

堀 「L告するな」基金本部要請6人

労働安
/1・
衛生中央学校 (荒木 ・吉川)

反貧囚ネッ ト (鈴木)

藤原裁判 (和解合意)

二を派遣切裁判 来 所訴え (大す・f・久田)

全国青年歌 う会訴え (金丸 ・新美)

Lll二河ネットワーク世話人会 (鈴木 。近森)

堀公災基金本部上告 岡 村介護十か ら電話

名水労 「労安学習会」 (大家 ・吉川)

小池労災最高裁での取 り組み要請

(白治労連 ・市職労 ・名水労 ・名高教 ・壇高教 ・救援会)

Nさ ん自死賠償請求相談 南 部法律に (鈴木 ・吉川)

ア スベ ス ト総 会 25人 (鈴木 。大 家 )

堀弁護団会議 (宮崎 ・吉川)

富士ツー リス ト来所 20周 年記念旅行

判例研究会 (小池 ・堀 ・倉田判決)20人 (宮崎)

全国セ ンター事例研究会 ・小池 (鈴木)

第3分科会 (労働災害)9人 (近森 ・鈴木 ・吉川)

過労死110番 (南部法律事務所 (鈴木 ・宮崎)

電話相談 (通勤費の支払い)愛 労連相談センターヘ

小出弁護団会議 (F崎 )

藤原裁判和解勝利報告集会 (宮崎 ,大家 ・近森)

Sさ ん電話相談 (夫の過労死運送会社)

事務局会議 ・20周年記念行亭検討会 (7人 )

第1分科会 (メンタル)8人 (鈴木 ・吉川)

小池 「判決」学習集会 (鈴木 ・大家)

修善寺郵便局山田さん

労災認定報告お礼に米所

6)J 2日本

6月3日 木

6月4日 金

6月10日木

6月1 2 H土

6月1 5日 火

6月1 6日水

6月17日木

6月19口上

6月2 1日 月

6月23日 水

6月24日 木

6月25日 金

6月26日 土

6月28日 月

裁判所への要請署名など多くの支援を寄せて頂いて
います。
民主団体や個人の方からも郵送など届いています。
貴重な署名あ りがとうございます。

小池労災 最 高裁へ  署 名集約中
堀公災  最 高載へ  署 名準備中
倉日公災 高 裁へ

小出労災 地 載ヘ
署名準備中
6、27①筆 (集約中)

山日公災 基 金支部へ 5,221筆 (集約中)
日中うつ病解雇 地裁へ 1,000筆 (集約中)
名古屋高教組の 「教育予算増額署名」それぞれ取り組ん
で頂きありがとうござしヽマす。

小池、倉田、堀と続いて判決があり、健康センター事務局はその対応に大わらわでした。

夫が亡くなって小池さんは9年、倉田さんは11年、堀さんは9年もの年月を経ています。

国は更に遺族を苦しめるのか ! 怒 りが絶えない事務局でした。
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下ゴコゆ】〓E首

月  日 事 項 時間 ・場所など

7月 1～ 7日 全国安全週間

1日 (村
=菱 電機派遣切り第7回 口頭弁論 16:00 名 古屋地裁

第4回理事会 18:30 抑 官21堪荏導表室

3日 (ED 第5分科会打合せ 14:00  弓謡彩埼D〒

5日 (月) 事務局会議 10:00  勤

6日 (火) 小出裁判弁護団会議 11:00離 障効 庁

ジェイテクトうっ病解雇 ・田中器 |」 16:00名 古屋地裁

7日C小0 豊橋市石巻中学 ・″朝朝 夢建認翻 け進行協議 16:30 名 古屋地裁

8日 (ラ杓 鳥居さんを支援する会総会 13:30豊 僑市眺詫難官

11日 (日) 参議院選挙投票日

12日 (月) 勤 鵡 10:00  葛序形埼D庁

アスベス博彬修歌雌 14100月韓

16日1金) 愛知センター20周 年第3分科会準備会 18:30  唱腎彩埼D庁

17日(J∋マツヤデンキ 。小池裁判を支援する会臨時総会 13:00 ゥ ィンク愛知(元中小企業範働

19日 (例 豊川市職員 ・堀さんを支援する会総会 13:30堅勤1庁F豊ル光杵鵡 官

20日(レゆ 事務局会議 10i00勒 庁

倉田弁護団会議 13:30

21日(刀0 /卜餓 J 11:00 名 古屋地裁

22日 (力⇒ 第1分科会第2回打合せ 18:30  唱寓彩埼曰庁

26日 (月) 事務局会議 10:00  弓腎彩埼D〒
8月 2日 (月) 朝 雛 絵 議 10:00  勤 庁

3日 (グ0 IIB弁護団会議 13100蒔 的 〒
8日 (日) 豊橋市石巻中学 ・″朝腎裁判を支援する会総会 13:30

9日 (月) 事務局会議 10,00勒 庁

23日 (月) 勤 輪 10:00  葛腎彩埼ワ千

25日C小0 2011年会誌納品

26日 (力0 鞠 趨 り言D(吊 問 16:00 名 古屋地裁

27日 (盗動 勤 輪 10:00  弓妻彩埼D千

28日(」D 愛知センター20周年記念行事(分科会 ・記念講演 ・祝賀剣

20周年年会誌発刊

10:00～18i30 労働会館全館

9月 6日 (月) 刈谷市職員 ・倉田過労死裁判 10:00 名 古屋高裁

8日 (71tl過労死研究会 18:30 ガぐ噺北去俗挙幸露努曰庁
9月11日●D 愛知健康センター第20期 総会 14:00劇 難諭雪2階会言韮

24-25日 過労死弁護団全国連絡会総会 浜松市

25日(J∋ アスベス廟諦講辟陣 告集会 15:00 労 働会館ホール
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